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1

文
化
芸
循
創
造
プ
ラ
ン
の
推
進

文
化
は
人
々
に
感
動
や
生
き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
、

豊
か
な
国
民
生
活
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る

社
会
を
構
築
し
て
国
の
魅
力
を
高
め
る
う
え
で
不
可
欠

な
も
の
で
あ
り
、
文
化
芸
術
に
よ
る
国
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
文
化
庁
で
は
、
平
成
二
〇

年
度
予
算
に
一

0
一
八
億
円
（
対
前
年
度
一
億
円

〈

0
.
-
%
〉
増
）
を
計
上
し
、
一
三
年
末
に
成
立
し

た
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
お
よ
び
同
法
に
基
づ
く
「
文

化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
を
ふ
ま

え
、
国
内
外
の
人
々
を
魅
了
す
る
「
文
化
力
」
の
向
上

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

芸
術
創
造
活
動

り
最
高
水
準
の
舞
台
芸
術
公
演
・
伝
統
芸
能
等
へ
の
重

点
支
援
等

芸
術
家
や
芸
術
団
体
等
が
行
う
舞
台
芸
術
創
造
活
動

等
は
、
我
が
国
の
社
会
に
活
力
を
与
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
舞
台
芸
術
創
造
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る

た
め
、
最
高
水
準
の
舞
台
芸
術
公
演
・
伝
統
芸
能
等
に

対
す
る
重
点
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
芸
術

切
「
日
本
映
画
・
映
像
」
振
興
プ
ラ
ン
の
推
進

我
が
国
の
映
画
・
映
像
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
、

製
作
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
上
映
や
海
外
へ
の
発

信
、
人
材
育
成
事
業
等
の
支
援
、
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
収

集
・
保
管
を
進
め
る
。
ま
た
、
「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
振
興

総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
優
れ
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー

を
発
掘
・
育
成
し
、
国
内
各
地
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
拠
点

の
活
動
支
援
等
を
図
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア

芸
術
作
品
を
国
内
外
に
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
材
育
成
・
国
際
拠
点
形
成
を
推
進
す
る
。

困
新
進
芸
術
家
や
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
等
の
育

成多
様
で
優
れ
た
文
化
芸
術
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
、

創
造
し
て
い
く
た
め
に
は
、
優
秀
な
人
材
を
得
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
次
代
を
担
う
芸
術
家
を
養
成
す
る

た
め
、
美
術
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
等
の
各
分
野
に
お

い
て
、
研
修
•
発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
芸

術
団
体
等
が
行
う
養
成
事
業
等
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ

る。
ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
を
支
え
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
人
材
の
育
成
を
図
る
べ
く
、
平
成
二

0
年
度
よ
り

に
よ
る
国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
く
。

「
文
化
力
」
の
向
上

文
化
庁

新
た
に
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

田
感
性
皇
か
な
文
化
の
担
い
手
育
成
プ
ラ
ン
の
推
進

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
と
多
様
な
個
性
を
育
．

む
た
め
、
「
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」
「
学
校
へ
の

芸
術
家
等
派
遣
事
業
」
や
、
「
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

事
業
」
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
『
「
文
化
芸
術
に
よ
る
創
造

の
ま
ち
」
支
援
事
業
j
や
、
「
地
域
人
材
の
活
用
に
よ

る
文
化
活
動
支
援
事
業
」
な
ど
、
子
ど
も
の
文
化
芸
術

体
験
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
の
一
層
の
充
実
を

，
図
る
。

小鼓こども体験教室（山形県鶴岡市）
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国
語
は
、
我
が
国
文
化
の
基
盤
を
成
す
も
の
で
あ

り
、
時
代
の
変
化
や
社
会
の
進
展
に
応
じ
、
そ
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
適
切
な
改
善
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
平
成
一
七
年
三
月
に
は
、
文
部
科
学
大

臣
か
ら
文
化
審
識
会
に
対
し
、
「
敬
語
に
関
す
る
具
体

的
な
指
針
の
作
成
に
つ
い
て
」
「
情
報
化
時
代
に
対
応

す
る
漢
字
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
が
諮
問
さ
れ

た
。
敬
語
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
九
年
二
月
に
「
敬
語

の
指
針
」
が
答
申
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
文
化
庁

と
し
て
は
、
積
極
的
に
「
敬
語
の
指
針
」
の
普
及
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
．
漢
字
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
ま
で

に
、
漢
字
表
の
基
本
的
な
性
格
、
字
種
選
定
に
お
け
る

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
歴

史
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
と

連
携
し
て
、
重
要
文
化
財
等
を
核
と
し
、
そ
の
周
辺
に

形
成
さ
れ
る
良
好
な
環
境
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と

等
を
目
的
と
し
た
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維

持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
案
」
を
提
出
し
た
。

国
宝
高
松
塚
古
墳
壁
画
は
、
石
室
内
部
に
人
物
群
像

な
ど
が
描
か
れ
た
古
墳
壁
画
で
あ
る
が
、
度
重
な
る
カ

ビ
等
の
生
物
被
害
な
ど
に
よ
り
、
壁
画
の
汚
れ
、
漆
喰

の
劣
化
が
進
ん
だ
た
め
、
石
室
を
取
り
出
し
て
解
体
修

理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
一
九
年
四
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
石
室
の
取
り
出
し
を
行
っ
た
。
現
在
、
壁

画
の
修
理
及
び
石
室
取
り
出
し
後
の
墳
丘
部
の
仮
整
備

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

特
別
史
跡
キ
ト
ラ
古
墳
は
、
石
室
の
天
井
に
十
二
支

の
獣
頭
人
身
像
が
描
か
れ
た
古
墳
で
あ
る
が
、
発
見
当

初
よ
り
漆
喰
が
浮
き
上
が
っ
て
お
り
、
剥
落
の
危
険
性

が
あ
っ
た
。
現
在
、
順
次
壁
画
の
剥
ぎ
取
り
を
行
う
と

と
も
に
、
カ
ビ
等
の
定
期
点
検
や
仮
設
保
設
覆
屋
の
設

備
等
に
よ
る
環
境
制
御
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
年

五
月
に
、
明
日
香
村
に
あ
る
飛
鳥
資
料
館
に
て
、

「
子
」
・
「
丑
」
・
「
寅
」
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。

文
化
庁
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
で
あ
る
建
造
物

や
美
術
工
芸
品
、
重
要
無
形
文
化
財
、
重
要
有
形
・
無

形
民
俗
文
化
財
お
よ
び
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物

な
ど
の
文
化
財
を
適
切
に
保
存
し
、
後
世
に
確
実
に
継

3
文
化
財
の
保
存
整
備
・
活
用

2
高
松
塚
古
墳
壁
画
・

キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
の
保
存
対
策

国
語
施
策

国
民
の
舞
台
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を
充
実
す
る
た
め
、

「
舞
台
芸
術
の
魅
力
発
見
事
業
」
を
拡
充
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
国
民
が
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
文
化

活
動
を
全
国
規
模
で
発
表
・
交
流
す
る
国
内
最
大
の
文

化
の
祭
典
「
国
民
文
化
祭
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

二
0
年
度
は
、
第
二
三
回
大
会
を
茨
城
県
で
開
催
す
る
。

ま
た
、
文
化
活
動
に
取
り
組
む
全
国
の
高
校
生
が
一

堂
に
会
す
る
「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
を
実
施

し
て
い
る
。
平
成
二

0
年
度
は
、
第
三
二
回
大
会
を
群

馬
県
で
開
催
す
る
。

さ
ら
に
、
公
立
文
化
施
設
の
活
性
化
に
資
す
る
情
報

の
提
供
や
、
そ
の
職
員
を
対
象
と
す
る
各
種
の
研
修
を

実
施
す
る
事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

地
域
文
化
の
振
興

基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
お
よ
そ
二
年

後
の
答
申
を
目
指
し
て
、
審
議
を
続
け
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
言
葉
に
関
す
る
関
心
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
「
『
言
葉
」
に
つ
い
て
考
え
る

体
験
事
業
」
や
地
域
の
体
験
事
業
の
指
導
者
を
養
成
す

る
「
「
言
葉
』
に
関
す
る
参
加
体
験
型
講
習
の
指
導
者

養
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
学

習
者
の
増
加
や
多
様
な
日
本
語
学
習
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
地
域
で
日
本
語
指
導
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
は

「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」
の
た
め
の
日
本
語
教
育

事
業
と
し
て
、
日
系
人
等
を
活
用
し
た
日
本
語
教
室
な

ど
の
企
画
を
公
募
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
一
九
年
七
月
以
降
、
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
外
国

人
の
定
住
化
傾
向
や
社
会
参
加
の
必
要
性
の
高
ま
り
を

ふ
ま
え
た
日
本
語
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
い
る
。

な
お
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国
語
研
究
所
で
は
、
国

語
お
よ
び
国
民
の
言
語
生
活
な
ら
び
に
外
国
人
に
対
す

る
日
本
語
教
育
に
関
す
る
科
学
的
な
調
査
・
研
究
等
を

行
っ
て
い
る
。

宗
務
行
政

我
が
国
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
団
体
が
存
在
し
、

そ
の
う
ち
、
約
一
八
万
三

0
0
0
の
宗
教
団
体
が
、
宗

教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
教
法
人
に
な
っ
て
い
る
。

宗
教
法
人
制
度
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
信
教
の
自

由
と
政
教
分
離
の
原
則
に
基
づ
き
、
宗
教
団
体
の
自
由

で
自
主
的
な
活
動
を
保
障
す
る
た
め
、
宗
教
団
体
に
法

承
す
る
た
め
、
所
有
者
や
管
理
団
体
等
が
実
施
す
る
文

化
財
の
調
査
、
保
存
修
理
・
整
備
お
よ
び
防
災
、
技
芸

錬
磨
・
後
継
者
養
成
、
公
開
活
用
等
の
事
業
に
対
し
、

引
き
続
き
国
庫
補
助
を
実
施
し
て
い
く
。

特
に
平
成
二

0
年
度
に
お
い
て
は
、
木
造
建
造
物
を

中
心
と
す
る
文
化
財
の
保
存
修
理
の
促
進
や
、
防
災
設

備
整
備
の
推
進
を
重
点
的
に
実
施
し
て
い
く
。

1

法
制
度
の
整
備

平
成
一
九
年
度
の
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
で

は
、
海
賊
版
の
譲
渡
の
た
め
の
告
知
行
為
の
防
止
策
や

障
害
者
福
祉
関
係
の
権
利
制
限
等
、
私
的
録
音
録
画
補

償
金
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
、
権
利
者
不
明
の
場
合
の

利
用
の
円
滑
化
方
策
や
著
作
権
等
の
保
護
期
間
の
延
長

の
是
非
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
二

0
年
一
月

に
審
議
経
過
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

各
課
題
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
方
向
性
を
得
つ
つ
も

引
き
続
き
調
整
や
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
二
〇

年
度
も
審
艤
を
続
け
る
と
と
も
に
、
結
論
が
得
ら
れ
た

も
の
か
ら
、
速
や
か
に
制
度
改
正
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
で
あ
る
。

2

円
滑
な
流
通
の
促
進

情
報
化
の
進
展
等
に
対
応
し
、
著
作
物
の
円
滑
な
流

通
を
促
進
す
る
た
め
、
①
著
作
権
等
管
理
事
業
法
の
的

確
な
運
用
、
②
著
作
権
契
約
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
調

査
研
究
、
③
「
自
由
利
用
マ
ー
ク
」
の
普
及
や
新
た
な

意
思
表
示
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
の
施
策
を
展
開
す
る
。

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

著
作
権
施
策
の
展
開

国
立
劇
場
で
は
、
伝
統
芸
能
の
保
存
と
振
興
を
図
る

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
の
核
と
な
る
文
化
財
を

総
合
的
に
と
ら
え
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
な

ど
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
市
町
村
に
お
い
て
、
文
化
財
を
周
辺
環
境
も
含
め

総
合
的
に
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の
方
針
を
定
め
る

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
を
策
定
す
る
こ
と
な
ど
が
、

平
成
一
九
年
一

0
月
の
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
企

画
調
査
会
報
告
書
に
お
い
て
提
言
さ
れ
た
。

文
化
庁
で
は
、
平
成
二

0
年
度
よ
り
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
、
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
策
定
の
方
向
性
や

3

国
際
的
課
題
へ
の
対
応

海
賊
版
対
策
に
つ
い
て
は
、
二
国
間
協
議
に
よ
る
侵

害
発
生
国
へ
の
取
締
強
化
の
要
請
や
海
賊
版
対
策
セ
ミ
．

ナ
ー
の
開
催
等
の
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

ま
た
、
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
お
よ
び
情
報

技
術
の
発
展
に
対
応
し
た
著
作
権
保
護
の
国
際
的
な
議

論
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
W

C
T
（
著
作
権
に
関
す
る
世
界
知
的
所
有
権
機
関
条

約）、

W
P
P
T
（
実
演
及
び
レ
コ
ー
ド
に
関
す
る
世

界
知
的
所
有
権
機
関
条
約
）
の
早
期
締
結
を
働
き
か
け

て
い
く
と
と
も
に
、

W
I
P
o
（
世
界
知
的
所
有
権
機

関
）
で
検
討
中
の

A
V
条
約
（
視
聴
覚
的
実
演
条
約
）

や
放
送
条
約
等
の
策
定
に
向
け
た
議
論
に
積
極
的
に
参

画
す
る
。
4
著
作
権
教
育
の
充
実

現
在
、
「
著
作
権
教
育
」
の
充
実
は
極
め
て
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
一
四
年
度
か
ら
、
著
作
権

に
関
す
る
総
合
的
な
教
育
事
業
で
あ
る
「
著
作
権
学
ぽ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
児
童
生
徒
用
学
習
ソ
フ
ト
等
の
公
開
や
、
著
作
権

講
習
会
の
開
催
、
「
は
じ
め
て
学
ぶ
著
作
権
」
教
材
開

発
等
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
著
作
権
教
育
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

1

国
立
劇
場
・
新
国
立
劇
場
の
充
実

文
化
振
興
の
た
め
の
基
盤
整
備

1

文
化
財
の
総
合
的
な
把
握

文
化
財
の
次
世
代
へ
の
継
承
•
発
展

人
格
を
付
与
す
る
こ
と
で
財
産
や
団
体
組
織
の
管
理
の

基
礎
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
文
化
庁

で
は
、
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
教
法
人
の
認
証
事
務

や
宗
教
に
関
す
る
資
料
の
収
集
な
ど
を
行
い
、
宗
教
法

人
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
文
部

科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
宗
教
法
人
審
議
会
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
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国
立
博
物
館
等
が
収
蔵
す
る
文
化
財
・
美
術
品
に
関

す
る
情
報
、
国
立
劇
場
・
新
国
立
劇
場
の
公
演
等
に
関

す
る
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
う
と
と
も
に
、
文

化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
全
国
の
博
物
館
・
美
術
館
か
ら
協
力
を

得
て
、
文
化
財
や
美
術
品
等
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
等
を
試

験
的
に
公
開
し
て
い
る
「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
」

は
、
引
き
続
き
公
開
情
報
の
充
実
を
目
指
す
と
と
も

に
、
利
用
者
の
声
を
反
映
し
た
検
索
シ
ス
テ
ム
に
改
良

3
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術
情
報
の
発
信

た
め
、
歌
舞
伎
、
演
芸
、
能
楽
、
文
楽
、
組
踊
な
ど
の

伝
統
芸
能
を
各
種
の
演
出
や
技
法
を
尊
重
し
な
が
ら
、

っ
と
め
て
古
典
伝
承
の
ま
ま
の
姿
で
公
開
し
、
国
民
が

伝
統
芸
能
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

伝
統
芸
能
の
伝
承
者
養
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
国
立
劇
場
で
は
、
現
代
舞
台
芸
術
の
振
興

普
及
を
図
る
た
め
、
国
際
的
に
比
肩
し
う
る
高
い
水
準

の
オ
ペ
ラ
・
バ
レ
エ
・
現
代
舞
踊
・
演
劇
な
ど
の
自
主

制
作
の
公
演
や
、
実
演
家
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

2

国
立
美
術
館
の
充
実

独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
は
、
平
成
一
九
年
一
月

に
開
館
し
た
国
立
新
美
術
館
を
合
わ
せ
た
五
館
を
運
営

し
、
多
様
化
す
る
国
民
の
興
味
•
関
心
や
現
代
美
術
を

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
美
術
作
品
の
収
集
・

展
示
・
教
育
普
及
活
動
や
こ
れ
ら
に
関
す
る
調
査
研
究

を
行
う
と
と
も
に
、
我
が
国
の
美
術
振
興
の
拠
点
と
し

て
、
海
外
の
国
立
美
術
館
や
作
家
と
の
交
流
、
公
私
立

美
術
館
へ
の
助
言
、
地
方
へ
の
巡
回
展
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

紛
争
や
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
文
化
遺
産

を
保
護
す
る
た
め
、
当
該
国
や
国
際
社
会
の
要
請
等
に

基
づ
き
、
我
が
国
お
よ
び
相
手
国
の
専
門
家
の
派
遣
お

よ
び
招
へ
い
等
を
行
う
な
ど
、
急
を
要
す
る
文
化
遺
産

国
際
協
力
に
取
り
組
む
。

3
 

2
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
・
協
力

国
際
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、
国
際
文
化
交
流
を
通

・
じ
て
相
互
理
解
を
増
進
し
、
国
際
平
和
と
自
由
な
世
界

の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
我
が
国
の
魅
力
あ
る
文
化
を
海
外
に
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
お
よ
び
日
本
人

の
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
芸
術
家
・
芸
術
団
体
に
よ
る
国
際
交
流

や
文
化
財
の
国
際
協
力
に
加
え
、
「
国
際
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
開
催
や
、
「
文
化
庁
文
化
交
流
使
」
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

我
が
国
と
外
国
と
の
国
際
芸
術
交
流
（
周
年
事
業
等

に
か
か
る
二
国
間
交
流
の
推
進
、
海
外
と
協
同
で
オ
ペ

ラ
等
を
制
作
す
る
国
際
共
同
制
作
、
海
外
で
開
催
さ
れ

る
有
名
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
へ
の
参
加
）
を
支
援
す

る
「
優
れ
た
芸
術
の
国
際
交
流
」
を
実
施
す
る
。

文
化
財
の
国
際
交
流
・
協
力

1

国
際
文
化
交
流
の
推
進

文
化
の
国
際
交
流
・
協
力

す
る
な
ど
、
本
格
的
な
稼
働
に
向
け
た
整
備
を
図
っ
て

い
く
。

こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
国
際
協
力
を
い
っ
そ
う
推
進
す

る
た
め
、
平
成
一
八
年
六
月
に
「
海
外
の
文
化
遺
産
の

保
護
に
係
る
国
際
的
な
協
力
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
、
同
時
期
に
、
国
内
の
政
府
機
関
、
研
究
機

関、

N
G
o
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
効
率
的
・
効
果
的

な
文
化
財
国
際
協
力
を
推
進
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
、
情
報
の
収
集
・
提
供
、
調
査
研
究
等
を
実
施

す
る
「
文
化
遺
産
国
際
協
カ
コ
ン
ツ
ー
シ
ア
ム
」
が
発

足
し
た
。
ま
た
、
二
国
間
協
力
等
に
よ
る
文
化
財
交

流
、
日
本
古
美
術
品
の
海
外
で
の
展
覧
会
の
開
催
や
、

国
際
機
関
と
の
連
携
協
力
を
進
め
て
い
る
。

特
に
、
ユ
ネ
ス
コ
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
我
が
国

の
文
化
財
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
の
推
進
と
国
際
的
な

世
界
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
取
組
を
進
め
る
と
と
も

に
、
「
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
に
よ

る
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
へ
の
取
組
へ
引
き
続
き
積
極

的
に
対
応
し
て
い
く
。
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表紙絵紹介

｀国立博物誼
住所：〒 110-8712

東京都台東区上野公団12-9

お問い合わせ： 03-5777-8600

しハローダ1・ ャル）

Ul<L : l1ttp:/ /www.rnrn.jp/ 

ぐ，、ア・クセス:JR上呈猜R公園ロ・益谷駅より

徒歩10分。東京メトロ上野駅・根津駅、

京成電鉄京成上野駅より徒歩 15分

◇開館時間： 9:30~11:00 ただし2008年

4月12日～9月の土。日・祝休日は 13:00

まで2008年3月20日～4月6日と 4月

11日～11月14日までの金昭日は20:00

i まで開館（入館は開餓30分育，jまで）

， ＜況＊館日 月曜日（祝！木日にあたる場合は

詞館し 等火躍日休館。 2008年4月28

日、 5月6曰、 8月11日は開館。 2008年

5月7日は1木食臥 6月24日は臨時休館。年
始、年末 (12月28日～1月1日）

色紙貼付桜山吹図屏風
や伝依殷糸達邪（色紙）本阿弥光悦箪

江戸時代(171肛紀）令兜（本舒色，包紙貼交,61111 l及と，各154,9lenlX

363,2cmゃ国立東京栂．9！!J餡蔵

ゆるやかに丸みをもって伸ひる線の土跛に、桜と山吹が咲き

競い、そのLに古今和歌菜を溢写した色疵30枚が貼られている。
日木の春といえは、訊その歴史は古く、平安時代にはすで

に、花といえば桜0)ことを指すようになっていた。現代でも、

新生の季節を象徴するように、入学のイメージと霊ね合わされ

た映像か名稲のメデイアにあふれ、桜前線と旅0)ポスターか、旅恋しさと詩情をかきたてる。野

の花をめてる想いが薄れた時代にありなから 今も桜は、誰もが季節を感じる花となっている。

桜に続いて鮮やかな黄色の花が目を楽しませる山吹も、春から夏へと移り1位く季節を象徴するも

(])として、古＜、から祖歌に詠まれていた。

この屏風は、頁迫な絵の具で五弁をかたとった山桜と、立体的に胡粉を盛り上けて、小判

にたとえられるそのままに、金色に塗られた山咲を配すだけのシンプルなも(])-(”、当初から、

色紙を貼るために描かれたと考えられてい忍色紙は窟永の三築と喪される本岡弥光悦 (1558

~1687) 0)筆になり｀金銀泥と緑肯などの絵の具をたっぷりと使って描かれた下絵1訊俵屋宗達

（生没年不詳）缶。屏風の絵も宗達の手になると考えられているc 褐熙部分の色紙には、「けふの

みとはるをおもはぬときだにも 立つことやすき花のかけか1す］と凡河内身弓恒0)和歌か害かれて

いる。 （田沢裕賀）

四
月
は
入
学
、
入
社
な
ど
妍
た
な
門
出
定
迎

え
る
時
期
で
す
。
『
環
境
も
｀
大
き
く
変
わ
り
，
期

待
や
不
安
も
大
き
い
と
息
い
ま
す
。
自
分
ら
し

さ
を
開
失
わ
ず
、
目
様
を
持
っ
て
新
た
な
ス
々

ー
ト
を
き
り
た
い
も
の
で
す
ね
c

今
月
号
は
平
成
二

0
年
度
の
「
文
教
，
科
学

技
術
施
嫉
の
進
展
」
を
舘
一
特
祭
で
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。
教
育
、
科
学
技
術

ー
ツ
、
文
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
つ
い
て
ポ

イ
シ
ト
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
お
り
ま

編

集

後

記

次号(5月号）予告

璽譴疇
幼稚園・小学校における学習指導要領の改訂

これまでの審譲について
初等中等局教育課程課

す
。
ま
た
、
第
二
特
集
で
は
今
年
三
月
に
オ
i

プ
ン
し
た
「
文
部
科
学
省
情
報
ひ
ろ
ば
」
の

概
要
を
招
介
し
て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自

由
に
ご
邸
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
て
、

本
誌
が
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
く
さ
っ
か
け
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
ら

本
誌
の
絹
集
担
当
と
し
て
二
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
佼
も
誌
面
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
屈
い
い
た
し
ま
す
。
（
罷
）

論
無藤隆

幼稚園教育改訂のポイント
教科調査官

小学校学習指導嬰領の各教科における改訂のポイント
教科調査官

®•お詫ひ••••••本誌 3月毎 32~33ページの特集「論文」をこ執箪いただいた森山良一

氏のプロフィールと組写真が掲載されていませんでしなお詫びして掲載いたします。

福I岡県教育委員会教育長 森山良一（もりやま・りょういち）

附利45年に福岡県教育庁採用。 II翫1151年から3年間文部省に

毘佑J。稲岡県教育庁指導第一部長、同教育企画部長、同教育セ

ンダー所長、 I司教育次長などを経て平成l4年4月から現賊。平成

19年6月から中央教育審議会専門委員（初等中締敦脊分利会）。
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疇輝疇文部科学省s:]
e発行所株式会社ぎようせい

本社 〒104-0061東京都中央区銀座7-4-12

本部 〒167-8088東京都杉並区荻鷹1-30-16

! 9位話 03-5W卜・6666（営業部）

URL httpクwww.gyosei.coj1.,

い印刷所ぎょうせいデジタル株式会社

本誌の括疎のうち、意見にわたる部分については それぞれ策者個人の見解であることをお断りいたします。
---・ - -・ -

lSSN l8'16-335X この1:lI行物は1li生紙を使Illしています。

定価700円［本1本667円］ （〒92円）

年間購読料8,400円

ただし、培大号、四II,\•サ•9)i均合は別に代企を印し受けます。

なお、I¥堺諒のお巾し．込みはi四抜営染i甚またはもよりの1t1占
にてお[Iiいします。
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